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  人権教育では、想像力や感受性といった力が社会的技

能の要素として大切だと言われています。これは、他の

人の心や身体の痛みや様々な感情を理解するためは、相

手の立場や状況を想像する力や、思いや願いを感じ取れ

る力があってこそ理解することができるからです。これ

らの力は生徒に「想像しなさい、感じなさい」といくら

指導しても育つものではなく、実際に使うことでしか育

たない力です。 

 先月、１１月２４日放課後に本校の学校司書と図書委

員会が中心となって開催された「読書会＋ワークショッ

プ２０１６」では、参加した人の想像力や感受性が試さ

れた取組でした。この会では、事前に本を読む必要もな

く、当日に紹介された本について各自の感想をメモして、グループでまとめて、最後に「読書ボード」を作

成するというものでした。当日に参加者が読んだ本は、ヨシタケシンスケさんの「りんごかもしれない」と

いう絵本です。この絵本は、ある日、男の子が学校から帰ってくるとテーブルの上にりんごが置いてあり、

そのリンゴを見て、とある疑問を抱いてしまった男の子が『もしかしたらこれは、りんごではないかもしれ

ない』と、りんごがリンゴであることを疑う男の子の想像は、とどまることを知らずにどんどん大きくなっ

ていく話です。小学生でも楽しめる本ですが、大人でも考えることを果てしなく楽しめる本です。 

この取組では参加者が絵本で楽しみながら自分を見つめ、表現する良い機会となりました。最後には「読

書ボード」にまとめるのですが、参加者も男の子の様に「このりんごは○○○かもしれない」と想像し、シ

ートに書き込みました。そしてさらに活動を振り返り、キーワードなどでまとめ、最後にはグループごとに

今日の体験を発表しました。大げさな見方かもしれませんが、この体験で得られる思考の積み重ねは「想像

力や感受性の育成」として、人権を考える上で大切な資質・能力の一つといえます。そして、言うまでもな

いことですが、人権を考えるためにはそれだけの資質・能力では足り

ません。それ以外の力も必要です。このことについては本校の人権教

育の研究発表（平成 29 年 1 月 18 日）をご参観いただければと思いま

す。 

想像力と人権はつながらないようで、実は密接な関係があるようで

す。他人を思いやる気持ちは、知識としてただ単に押しつけるのでは

なく、このような実体験を通して学ばなければ、本当に身に付く力と

はならないのです。 

 

◇１月の主な予定◇ 

１月１０日 火 始業式 １月１８日 水 人権尊重教育発表（午後） 

１月１１日 水 給食開始 １月２１日 土 市内生徒作品展開始 ２３日まで 

１月１２日 木 １時間目から５時間目授業 １月２６日 木 都立推薦入試（３年生） 

１月１４日 土 土曜授業参観 １月２７日 金 都立推薦入試（３年生） 

１月１７日 火 １時間目から５時間目授業 １月２９日 日 スキー教室出発（２年生）３１日まで 

 

りんごかもしれない                                 校長 矢野 尊久 

 http://www.nishitokyo.ed/j-meihou 



◇東京都教育委員会人権尊重教育推進校研究発表会の御案内◇ 

研究主題 「豊かな人権感覚を育み、人に優しい生徒の育成」 
～人権教育の視点を踏まえた教育活動の推進～ 

日  時      平成２９年１月１８日（水） 
              ＜受  付＞１３時００分 ～ 
               ＜授業公開＞１３時３０分 ～ 
時  程 

13:00 13:30          14:20 14:35        15:15           16:15 16:20 
 
受付 

 

 
公開授業 

 

 
移動 
 

 
研究発表等 

 

 
講演 

 

 
謝辞 
 

 
公開授業（13:30～14:20） 

学年・組 教 科 等 単元名等 授業者 場所 階 

１年 A組 

学級活動 

 
生活上の諸問題の解決 

小川 壮司  
各 教 室 

 
３階 １年 B 組 宮﨑 孝平 

１年 C 組 小室  歩 

１年 D 組 喜連 寬武 

２年 A組 社  会 明治維新 西田 知之 視聴覚室 

１階 ２年 B 組 
道  徳 

家族の深い絆  
内容項目 家族愛４－（６） 

櫻井 沙織 
各 教 室 

２年 C 組 板橋 誠司 

３年 C 組 技  術 
プログラム教材による最適な計測・制御シ
ステムの設計をしよう 

岡崎  靖 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 ２階 

 
研究発表会 体育館（14:35～16:20） 
（１）挨    拶  西東京市教育委員会教育長 前田 哲 
（２）研 究 発 表 
（３）指導・講評  西東京市教育委員会教育指導課長 田中 稔 
（４）指導のまとめ    東京都教育庁指導部主任指導主事 宮﨑 直人 
 
（５）講演  講師     東京聖栄大学健康栄養学部教授 有村 久春 先生 
 

「思春期の自己形成に学ぶ － 生徒の人権感覚を育む」 
 

※保護者の皆様も通常の学校公開としてご参観ください。体育館での発表、講演も参加可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…………… 

１年生英語の授業担当変更のお知らせ 

１年生所属英語科 下田隆彦 教諭が体調不良のため１月末までお休みをいたします。つきまして

は、その期間１年生の英語の授業は、當麻忠幸 主任教諭（３年生所属）、櫻井沙織 教諭（２年生所

属）と講師 伊藤康江 教諭が分担して担当いたします。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご

協力をお願いいたします。なお、該当の１年生には詳しく通知文にてお知らせしていますのでそち

らをご覧ください。 

◇生徒会サミットが開催されました◇ 

毎年開催されている西東京市中学校生徒会サミットが１２月５日（水）に保谷庁舎４階で開催され

ました。今年のテーマは、「いじめのない学校を目指した生徒 

会の取組」です。市内９校での生徒会がこのテーマに沿った 

の取組例を紹介しました。明保中学校生徒会は９番目の発表 

でしたが、学校の人権宣言、それを受けて行っている「一日 

一善」の取組や人権の花の取組の紹介をしました。９校の発 

表後に質疑応答がなされ、議長校であった田無第一中学校か 

ら来年度のテーマが発表されました。来年度のテーマは、 

「より良い学校、より良い地域を目指した生徒会の取組」で 

す。このテーマを次年度まで各校で取り組み、サミットで発 

表していくことになります。 


